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2024 年度一般社団法人日本生理学会臨時理事会議事録 
 
日 時： 2024 年 2 月 7 日（水） 18:30-19:30 
場 所： Web 開催（ZOOM）  

ホスト会場：一財）国際医学情報センター5 階 
[出席者] 
（全員 WEB） 
理事長  石川 義弘（議長） 
理 事  赤羽 悟美、荒田 晶子、安西 尚彦、上田 陽一、内田 さえ、岡村 康司、尾仲 達史、 

久場 博司、久保 義弘、鯉淵 典之、佐藤 元彦、須田 悠紀、勢井 宏義、竹森 重、 
  樽野 陽幸、富永 真琴、成瀬 恵治、西谷 友重、橋谷 光、花田 礼子、林 由起子、 
  平野 勝也、藤井 聡、藤原 祐一郎、舩橋 利也、堀田 晴美、満田 憲昭、南沢 享、 

宮田 麻理子、横山 詩子（計 31 名） 
 

監 事   柿沼 由彦、河合 佳子（計 2 名） 
 

[欠席者]  
理 事 伊佐 正、大場 雄介、岡部 幸司、 尾野 恭一、北澤 茂、椎橋 実智男、田中 真樹、 

 富澤 一仁、和氣 弘明（計 9 名） 
監 事  渡部 文子（計 1 名） 
 
理事定数 40 名に対し過半数の 31 名の理事および 2 名の監事が出席し、定款により、本理事会は適

法に成立した。 
 
Ⅰ．報告及び協議事項 
1．理事長挨拶 
定刻となり開催する旨が宣言された。定款に従い、議事録署名人は理事長および出席した 2 名の

監事、柿沼由彦、河合佳子とする。また WEB 会議での議決権や意見は、ZOOM の「挙手」機能

にて表明するよう案内した。 
 
２．2023 年度学会賞選考結果報告 
①賞選考委員会報告（久場委員長） 
2023 年度日本生理学会奨励賞の選考を行い、応募者 6 名の中から次の 3 名を選出し、理事会で承

認された。（敬称略） 
 齋藤 純一（Yale 大学 心臓血管研究センター） 
竹内 雄一（北海道大学大学院 薬学研究院） 
陳 以珊（和歌山県立医科大学 医学部 薬理学講座） 

 
②入澤記念若手賞選考委員会報告（岡村委員長） 
2023 年度日本生理学会入澤記念若手賞（入澤記念若手賞）の選考を行い、応募者 3 名の中から次

の 2 名を選出し、理事会で承認された。（敬称略） 
 劉 孟佳（東京慈恵会医科大学 細胞生理学講座） 
加藤 百合（九州大学大学院 薬学研究院 生理学分野） 

  
③生理学女性研究者の会運営委員会（荒田委員長） 
2023 年度入澤彩記念女性生理学者奨励賞（入澤彩賞）の若手枠・中堅枠について、今回より審査

評価方法を１）研究業績、２) ワーク・ライフ・バランス、３）社会活動にわけて各項目の１）を
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50％、２）を 30％、３）を 20％の割合で選考委員による評価をした結果、以下の者を選出し、理

事会で承認された。（敬称略） 
 【若手枠】応募者 4 名 
  大村 菜美（広島大学 脳・こころ・感性科学研究センター） 
 【中堅枠】応募者 5 名 
  黒川 洵子（静岡県立大学 薬学部） 
 
④JPS 編集委員会報告（堀田委員長） 
2023 年度日本生理学会 入澤宏・彩記念 JPS 優秀論文賞（入澤賞）について、然るべき手続きに基

づき 2 論文の受賞候補が選出され、理事会で承認された。 
・Critical role of Rho proteins in myosin light chain di-phosphorylation during early phase of 

endothelial barrier disruption 
  First Author：Mayumi Hirano 
 ・Effects of gentle mechanical skin stimulation on subjective symptoms and joint range of 

motions in people with chronic neck and shoulder discomfort 
  First Author：Nobuhiro Watanabe 
 
 
Ⅱ．審議事項 
1．会員および評議員に関する規約の改定 
久場会員委員長より、「会員および評議員に関する規約」の改定について資料に基づき説明がな

されたのち、本理事会に諮ったところ異議なく承認された。 
 
2．日本生理学会奨励賞規定の改定 
久場会員委員長より、今回の奨励賞の審査において重複申請について明確にしておく必要性を感

じたことから改定案が提示された。本理事会に諮ったところ、主旨については異論なく承認され

たが規定に記載する文言については再度委員会内で検討することとなった。 
 
Ⅲ．その他 
石川理事長より、生理学会員に対して研究不正の疑いがかかり「不正に該当する行為は無し」とい

う最終結論に至った事例があったことが報告された。 
 

以上 


